
指標
平成27年度
～平成28年度

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 達成度

【目標値】
△1,200人

【目標値】
△800人

【目標値】
△400人

【目標値】
±0人

【実績値】
＋66人

【実績値】
△217人

【実績値】
±0人

【実績値】
国勢調査の影響で
冬以降に公表予定

【目標値】
3,490万人

【目標値】
3,552万人

【目標値】
3,632万人

【目標値】
3,722万人

【実績値】
3,617万人

【実績値】
3,654万人

【実績値】
3,430万人

【実績値】
夏以降発表予定

【目標値】
360人

【目標値】
430人

【目標値】
500人

【目標値】
500人

【実績値】
371人

【実績値】
456人

【実績値】
535人

【実績値】
535人

【資料３】

令和２年度地方創生推進交付金事業　効果検証

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

【事業名】　県西地域活性化プロジェクト推進事業
【交付期間】平成29年度～令和２年度の４年間（事業計画は平成28年度からの５年間）

主な取組内容

町の効果検証

　本事業は、県及び県西地域２市８町の連携事業として、地域の魅力を創り出し新たな活力を生み出すことを目的に取り組んできた。重要業績評価指標（KPI）は、上記表の①～③である。
　指標①については令和２年度の実績値は国勢調査の影響でまだ出ていないものの、平成28年度から令和元年度にかけて目標値を上回っており、目標を十分に達成していると評価できる。
　指標②についても令和２年度の実績値が出ていないものの、平成29年度から平成30年度にかけて目標値を上回っている。令和元年度については新型コロナウイルス感染症の影響もあり、目標値を達
成することはできなかったが、コロナ禍においても目標値に対して94％を超える実績値を達成しており、目標を概ね達成していると評価できる。
　指標③については平成29年度から令和２年度にかけて目標値を上回っており、目標を十分に達成していると評価できる。
　このため、いずれの指標も向上しており、総じて目標を達成していることから、交付金事業の実施により着実な成果が上がっていると判断できる。
　本事業は令和２年度で一旦終了したが、さらに効率的に地域の活性化を図るため、県西地域活性化プロジェクトを改定しており、引き続き交付金を活用して遂行していく計画である。

事業費

【H29】996,895円
【H30】345,047円
【R1】 189,598円
【R2】 176,095円

※交付金の交付金額
は事業費の1/2

◆「未病センター・なかい健康づくりステーション」の
　利用促進に向けた取組
◆「みんラジ」、民間企業協力による「健康づくり講座
　～おなか元気教室（ヤクルト）～」、「運動教室 コ
ロナに負けないフィットネス」「骨密度測定会」などの
開催
◆「なかい体操サポーター」の養成
◆「未病いやしの里の駅」である「なかい里都まちＣＡ
　ＦＥ」を活用した各種事業のＰＲ

－

－

達成
③ 「県西未病観光
コンシェルジュ」講
座修了者数

② 県西地域２市８
町における入込観光
客数

① 県西地域２市８
町における社会増減

【27年度時点】
　△2,315人

【28年度】
目標：△1,600人
実績：△　169人

【27年度時点】
　3,410万人

【28年度】
目標：3,440万人
実績：3,387万人

【27年度時点】
　206人

【28年度】
目標：280人
実績：275人
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